
専門基礎分野

保健医療福祉と臨床検査
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今村　文章

食品安全と食品衛生
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（２０時間）

国家試験基本問題（倫理・法学・公衆衛生）

◆実務経験の内容
別途法学を10数年間講義をしてきた。その中で医療に関する法律に特化して授業を行ってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　公
衆衛生と重複することも多く、その中でも本教科の主題である公衆衛生にテーマに視線を置き、授業を行ってきた経験を活か
す。公衆衛生学としては６４期生に１年間講義し、６２期生については国家試験対策の授業を行ってきた。

臨床検査技師国家試験に向け、公衆衛生分野の知識向上に努める。

◆授業の概要・授業方針

国家試験過去問を基礎にした模試と解説などを行う。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

教科書　公衆衛生学（２０２３年版）　医歯薬出版株式会社。
国民衛生の動向・厚生の指標（厚生労働統計）

卒認試験による評価


